
省

令

二

東
京
国
際
（
羽
田
）
空
港
の
近
傍
に
あ
る

宿
泊
施
設
で
法
務
大
臣
が
指
定
す
る
も
の

告

示

平成™™年 月 日 木曜日 第œš ›号官 報

別
表
第
六
の
東
日
本
地
区
入
国
者
収
容
所
等
視
察
委
員

会
の
項
担
当
区
域
内
に
あ
る
入
国
者
収
容
所
等
及
び
出
国

待
機
施
設
の
欄
第
三
号
中「
別
表
第
五
の
一
の
項
の
下
欄
」

を
「
別
表
第
五
第
一
号
及
び
第
二
号
」
に
改
め
、
同
表
の

西
日
本
地
区
入
国
者
収
容
所
等
視
察
委
員
会
の
項
担
当
区

域
内
に
あ
る
入
国
者
収
容
所
等
及
び
出
国
待
機
施
設
の
欄

第
三
号
中
「
別
表
第
五
の
二
及
び
三
の
項
の
下
欄
」を「
別

表
第
五
第
三
号
及
び
第
四
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

住
所
大
阪
市
旭
区
新
森
７
丁
目
1
5番
２
`
3
0
2号

兼
子
久
代
昭
和
3
4年

1
1月

2
2日
生

住
所
大
阪
市
西
淀
川
区
大
和
田
１
丁
目
３
番
3
0号

金
裕
司
昭
和
5
7年
９
月
７
日
生

住
所
大
阪
市
平
野
区
長
吉
六
反
３
丁
目
６
番
3
2号

李
眞
希
江
昭
和
4
0年
４
月
９
日
生

住
所
大
阪
市
平
野
区
加
美
西
２
丁
目
７
番
２
`
1
0
0
4号

泰
子
昭
和
4
0年
９
月
８
日
生

泰
生
昭
和
4
2年

1
2月

1
3日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
勝
山
北
１
丁
目
1
8番

2
1号

李
英
由
昭
和
5
9年
２
月
2
4日
生

李
智
代
昭
和
6
0年
９
月
1
0日
生

住
所
大
阪
市
阿
倍
野
区
美
章
園
３
丁
目
１
番
７
`
1
2
0
9

号金
史
英
平
成
元
年
６
月
４
日
生

住
所
福
島
市
松
川
町
沼
袋
字
越
田
1
1
6
5番
地

陶
俊
達
平
成
３
年
９
月
1
0日
生

住
所
福
岡
市
東
区
香
椎
浜
２
丁
目
３
番
３
`
1
2
0
6号

金
ø
Ê
昭
和
3
7年
５
月
3
1日
生

許
雅
代
昭
和
3
8年
５
月
2
4日
生

金
ø
太
平
成
２
年
1
2月
５
日
生

金
純
º
平
成
４
年
1
0月

1
9日
生

住
所
千
葉
市
美
浜
区
真
砂
４
丁
目
４
番
３
`
5
0
4号

丁
和
美
昭
和
5
6年
１
月
2
0日
生

住
所
東
京
都
江
戸
川
区
松
島
３
丁
目
3
3番

1
4号

朱
惠
琴
昭
和
4
0年

1
2月

1
5日
生

〇
法
務
省
令
第
三
十
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令

第
三
百
十
九
号
）
第
五
十
九
条
第
三
項
及
び
第
六
十
一
条

の
七
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
出
入
国
管
理
及
び

難
民
認
定
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
九
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十

六
年
法
務
省
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
第
五
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三

号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

〇
総

務

省

経
済
産
業
省
告
示
第
三
号

青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

で
き
る
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法

律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
の
登
録
を
し
た
の

で
、同
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
九
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

一

登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日

第
〇
〇
二
号

二

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
推
進
機
関
の
氏
名
及
び
住
所

江
藤

義
也

宮
崎
県
都
城
市
安
久
町
五
一
七
八
番
地
六

三

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
推
進
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在

地
宮
崎
県
都
城
市
安
久
町
五
一
七
八
番
地
六

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
四
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
二
年
九
月
九
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

三
七
三
八

二
二
、

八
、
二
七

水
野

章
次

三
七
三
九

二
二
、

八
、
二
七

土
屋

智
子

三
七
四
〇

二
二
、

八
、
二
七

土
屋

裕
昭

三
七
四
一

二
二
、

八
、
二
七

押
村

淳
一

三
七
四
二

二
二
、

八
、
二
七

浜
平

純
一

三
七
四
三

二
二
、

八
、
二
七

川
本

佳
弘

三
七
四
四

二
二
、

八
、
二
七

柳
上

政
則

三
七
四
五

二
二
、

八
、
二
七

小
池

修

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
四
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治
資

金
監
査
人
の
登
録
を
抹
消
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
九
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

氏

名

抹
消
年
月
日

抹
消
事
由

二
五
三
四

大
内

正
紀

二
二
、

八
、
二
四

本
人
か
ら
の
申
請

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
五
十
八
号

新
潟
市
西
蒲
区
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
の
一
部
が
滅
失

し
た
。

平
成
二
十
二
年
九
月
九
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

新
潟
県
西
蒲
原
郡
曽
根
町
大
字
善
光
寺
四
番
戸赤

川

彦
一

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
五
十
九
号

新
潟
市
西
蒲
区
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た
。

平
成
二
十
二
年
九
月
九
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

新
潟
県
西
蒲
原
郡
漆
山
村
大
字
馬
堀
四
千
百
十
五
番
地

伊

ト
ユ

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
六
十
号

更
生
保
護
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
五

十
一
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
医
学
、
心
理
学
、
教

育
学
、
社
会
学
そ
の
他
の
専
門
的
知
識
に
基
づ
く
特
定
の

犯
罪
的
傾
向
を
改
善
す
る
た
め
の
体
系
化
さ
れ
た
手
順
に

よ
る
処
遇
と
し
て
定
め
る
も
の
を
告
示
す
る
件
（
平
成
二

十
年
法
務
省
告
示
第
二
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
九
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

第
三
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
四一

処
遇
の
名
称

飲
酒
運
転
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム

二

改
善
の
対
象
と
な
る
特
定
の
犯
罪
的
傾
向

刑
法

第
二
百
八
条
の
二
第
一
項
前
段
の
罪
（
ア
ル
コ
ー
ル

の
影
響
に
よ
る
行
為
に
係
る
も
の
に
限
る
。）又
は
道

路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
百

十
七
条
の
二
第
一
号
若
し
く
は
第
百
十
七
条
の
二
の

二
第
一
号
の
罪
に
当
た
る
行
為
（
以
下「
飲
酒
運
転
」

と
い
う
。）を
反
復
す
る
傾
向

三

処
遇
の
内
容

医
学
、
心
理
学
等
の
専
門
的
知
識

に
基
づ
き
、
処
遇
の
対
象
と
な
る
者
に
対
し
、
ア
ル

コ
ー
ル
が
心
身
及
び
自
動
車
等
の
運
転
に
与
え
る
影

響
を
認
識
さ
せ
、
飲
酒
運
転
に
結
び
付
く
自
己
の
問

題
性
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
再
び
飲
酒

運
転
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法

を
習
得
さ
せ
、
二
に
掲
げ
る
犯
罪
的
傾
向
を
改
善
す

る
も
の

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
六
十
一
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
九
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

住
所
神
戸
市
Í
区
神
前
町
４
丁
目
１
番
1
8号

金
信
子
昭
和
4
8年

1
1月
６
日
生

住
所
神
戸
市
垂
水
区
南
多
聞
台
４
丁
目
１
番

2
5
`

1
0
8

号洪
晤
昭
和
6
2年
３
月
1
4日
生

住
所
神
戸
市
長
田
区
水
笠
通
３
丁
目
３
番
2
3号

金
孔
ß
昭
和
3
4年

1
0月

2
7日
生

住
所
東
京
都
中
野
区
江
原
町
３
丁
目
2
1番
６
号

飯
塚
君
江
昭
和
3
6年
８
月
６
日
生

住
所
横
浜
市
神
奈
川
区
松
見
町
４
丁
目
1
1
1
7番
地
2
0

趙
智
惠
昭
和
4
4年
６
月
５
日
生

住
所
横
浜
市
神
奈
川
区
神
大
寺
２
丁
目
９
番

1
0
`

7
0
9

号金
昌
伸
昭
和
5
8年
３
月
2
7日
生

住
所
大
阪
市
北
区
本
庄
西
３
丁
目
1
2番

1
9号

林
琳
昭
和
5
1年
７
月
2
7日
生

住
所
大
阪
市
天
王
寺
区
味
原
本
町
1
3番

1
0
`
2
0
4号

李
福
守
昭
和
4
3年
９
月
2
0日
生

住
所
大
阪
市
東
成
区
玉
津
３
丁
目
５
番
1
1号

宋
智
美
昭
和
5
6年
１
月
2
3日
生
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